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1．概 況 

 

理念 

 

朱鷺・自然再生学研究センターは，トキとの共生をシンボルとした豊かな自然の再生と，その

ような自然再生を実践できる地域社会システムの構築を目指しています。つまり，トキのモニタ

リングを行うとともに，農林業を取り巻く環境など，里地里山における諸問題を分野横断的体制

によって総合的に研究することが当センターの目的です。また，その成果を単に学問の分野にと

どめることなく，広く一般の皆様にもお示しし，ともに考え，答えを見つけ出していこうと考え

ております。そのため当センターでは「朱鷺の島地域再生人材創出事業」に取り組むなど，自然

再生に携わる幅広い人材の養成も積極的に進めていきたいと考えています。今後，佐渡で培われ

た自然再生の手法を日本国内，さらにはアジア地域に展開し「里地里山の自然再生学」として大

きく発展させていきます。	 

 

目標 

 

新潟大学は，絶滅したトキの野生復帰という世界的に注目されている事業の現場に立地する

大学として，地域の自然再生を支援していきます。里地里山の自然再生には，開発や農地の荒廃

などにより消失・劣化した生態系の復元，外来生物の駆除，および自然と共生可能な地域社会へ

の実現も含まれます。まず，佐渡の生物多様性の成り立ちを種，遺伝子，生態系，景観の様々な

レベルから解明し，トキの再導入を実現する生態系の復元手法および自然と共生する地域社会

のあり方を提案する，“佐渡モデル”の確立を目指しています。次に，これを他地域の里地里山

の自然・地域社会システムの再生にも適用可能な，学際的で普遍的な総合科学へと深化・発展さ

せた「里地里山の自然再生学」の構築を目指します。将来的には，稲作を主体とした里山景観を

もつアジア地域の大学・研究機関と連携し研究を進めることで，「自然再生学」の中心的な教育・

研究拠点となることを目指しています。	 

 

活動概要 

 

トキの試験放鳥により，生物多様性の保全，そのための里地里山の再生，循環型地域社会の構

築をキーワードとして進められてきたトキの野生復帰は，地道で息の長い取り組みに向けて本

格的なスタートをきりました。野生絶滅したトキを野生復帰させるということは，トキが生息で

きる里地里山の半自然生態系の機能を，生物多様性保全の視点から持続的に維持管理し，保障す

ることを意味します。さらに，トキの野生復帰は，20 世紀型の効率を追求した社会システムに

より崩壊した里地・里山生態系や循環型社会を，科学的知見に基づいて再生する"佐渡モデル"と

して，生態系，地域社会の再生・活性化ビジョンの作成に生かされなければなりません。	 
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自然再生を順応的に実施していくためには，次のような一連の過程を繰り返す必要がありま

す。まず第 1 段階として対象となる生物，環境のモニタリング，第 2 段階としてモニタリング結

果もふまえて自然再生を受け入れ，取り組む地域創りのための社会教育・合意形成，そして第 3

段階として自然再生を支える様々な組織の能力向上支援（キャパシティービルディング）です。	 

これまで，新潟大学ではトキの野生復帰に向けた先行プロジェクトとして，試験放鳥の地理的

核となる場所に約 140 枚の棚田（新穂キセン城地区）を復元することで生息環境創出の実験フィ

ールドを造成し，さらに佐渡全域を対象に GIS データベース上でトキの好適生息環境予測モデ

ルと餌量推定モデルをもとに自然再生シナリオ案を検討してきました。	 

また，大学教育を通して自然再生に必要な基礎的研究，技術開発を牽引する研究者を育成する

とともに，具体的な手続きを含む自然再生のマスタープランを立案する自然再生プランナー，自

然再生活動を現場で指揮・指導できる自然再生リーダー，現場で手腕をふるう事のできる人材

（アクター）の育成にも取り組んでいます。2010 年からの 5 年間においては，科学技術振興機

構による社会システム改革と研究開発の一体的推進プログラムの一つとして，地域住民や行政

を対象とした「朱鷺の島環境再生リーダー養成ユニット」に取り組み，自然再生リーダーやアク

ターの担い手となりうる 211 人もの修了生を輩出しました。現在は修了生らによる活動を支援

し，地域における自然再生や普及啓発活動を進めるとともに，養成された人材を生かした新たな

産業の創出も試みています。	 

	 

新穂キセン城地区：	 

新穂キセン城地区は，小佐渡東部山中に位置する広大な放棄棚田です。隣接する清水平や生椿

とともにかつての野生トキの主要な採餌場所でした。長年にわたり山麓からの出づくりで耕作

されていましたが，1970 年代初頭の利用放棄により森林への遷移が急速に進行し，水辺景観や

トキの採餌環境はほとんど失われてしまいました。	 

新潟大学では，地権者の方々，環境 NPO，民間企業各社の協力を得て 2002 年度からキセン城

地区において水辺環境の復元と生物多様性の回復を目的とした自然再生事業を行い，これまで

に約 140 枚（約 30ha）の棚田をビオトープ化すると共に自然再生のノウハウを蓄積してきまし

た。	 

このキセン城地区を朱鷺・自然再生学研究センターの教育研究フィールドとして位置づけ，自

然再生のための技術開発，ビオトープ維持管理技術者の人材育成，絶滅危惧動植物の保全手法の

開発，長期的な生物多様性モニタリング等の活動を展開しています。	 
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研究体制 

 

朱鷺・自然再生学研究センターは，センター長の下に 3 つの研究部門を設置し，他大学や行

政，ならびに地域住民と連携を図りながら研究活動を展開しています。	 

	 

1)	 再導入生物学研究部門	 

飼育下および再導入されたトキを材料として，遺伝学，生理学，行動学，生態学に関する基礎

生物学的研究を行い，トキの再導入の成功率を高める技術手法を明らかにし，トキの野生復帰に

貢献するトキの再導入生物学の確立を目指します。	 

2)	 生物多様性・生態系復元研究部門	 

生物多様性の現状を解明し，自然再生手法を探る生物多様性サブ研究部門と景観レベルで生

態系を復元・管理する手法を研究する生態系復元サブ研究部門から構成されます。生物多様性サ

ブ研究部門は，里地里山の生物多様性の現状を把握し，生物多様性の減少要因を解明し，生物多

様性の維持に最適な環境保全型農業等，保全手法を明らかにします。生態系復元サブ研究部門は，

里地里山の現状と，その生物多様性を生態系・景観レベルで解析し，里地里山の自然再生のため

に復元すべき場所のデザインを提案し，地域の生態系の復元手法を研究します。	 

3)	 環境社会システム研究部門	 

自然と暮らしの豊かさを実現し，持続的に発展可能な地域を実現するために，人びとの連携と

協働を促進する社会システム（しくみ，制度など）や社会技術の研究を行います。自然再生の実

践を通して，どのような社会的課題が存在するのかを明らかにするとともに，課題解決の方策を

検討していきます。また，環境教育や ESD を行い，環境共生社会実現に向けた人材育成を進めま

す。	 
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2．研究活動報告 

  

A 再導入生物学研究部門 

	 

放鳥トキの繁殖成績を改善するために，繁殖失敗要因が判別可能な巣のモニタリング手法を

確立し，繁殖失敗要因を明らかにする。また，個体数の増加に伴う繁殖失敗率，生存率等の変化

から密度効果を検出し，放鳥トキの環境収容力を推定する方法を開発する。さらに，田植え直後

のトキの稲踏み事象の生起頻度を明らかにすると同時に，踏まれた稲株の米の収量から，トキの

稲踏みの被害を科学的に明らかにする。H29 年度は，トキの環境収容力を推定するために，放鳥

トキの繁殖成績や繁殖失敗要因のモニタリングを実施し，モニタリング手法を開発し，環境収容

力の推定方法を検討した。さらに，田植え直後のトキの採餌行動からトキによる稲踏みの生起頻

度を推定する予備的データを収集した。	 

	 

佐渡島では，2008 年から環境省によるトキの野生復帰が実施されている。「2020 年までに 220

羽の定着」という現在の目標のもと，トキの再導入プログラムが実行されている。2008 年に最

初のトキ 10 羽が放鳥されてから 2016 年までの，各年末の個体群サイズと生存率，および，繁殖

成功率の関係を解析した。2011 年以降は毎年 20〜38 羽が放鳥され，2012 年以降は毎年巣立ちが

確認され，4〜77 羽の若鳥が再導入個体群に加入している。このため，トキの再導入個体群は順

調に増加し，2018 年 3 月末現在，約 290 羽にまで増加した。しかし，新規放鳥個体，および，

既放鳥個体の生存率は，佐渡島内の生息数が増えても変化せず，繁殖つがい数が増加するにつれ

て繁殖成功率は増加しているため，密度効果は検出できなかった。そこで，2012 年から 2016 年

にかけての各５ｋｍメッシュの最大営巣数をもとにハビタット選択モデル（GLM,	 CARbymモデル）

を構築し，棲息可能密度を推定した。モデルから推定された生息可能な暫定つがい数は 92〜368

ペアと算出された。	 

 

 

 

 

 

 

研究タイトル	 担当者	 

放鳥トキの繁殖失敗要因と環境収容力の推定	 

	 

永田尚志，油田照秋，中津弘	 

研究タイトル	 担当者	 

環境収容力推定のための解析	 

	 

永田尚志	 
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2017 年までに営巣したペアの繁殖成功，失敗に影響する要因を調べるため，巣立ちの有無，

繁殖失敗の時期などを，新潟大学，環境省，ボランティアで構成されるトキモニタリングチーム

の調査結果から解析した。繁殖に失敗した巣の失敗時期を観察に基づき，繁殖失敗時期を，抱卵

前，抱卵中期，孵化予定前後，孵化予定後，育雛中，不明に分類した。抱卵前期・中期の失敗原

因は，冷気や強風などの悪天候，捕食の他に親鳥の体調や抱卵行動，造巣行動に問題があったと

考えられる。孵化予定日前後での失敗要因は，孵化直前に卵内で死亡(死ごもり)してしまった可

能性，親鳥の孵化中または直後の行動に起因する可能性が高い。孵化予定日を過ぎてからの失敗

は，卵が孵化しなかったために放棄した可能性が高く，無精卵だったり，抱卵行動に原因があり

発生途中で胚が死亡した可能性が考えられる。育雛中，特に育雛後期の失敗は捕食の可能性が高

いと考えられる。2010 年から 2017 年までの 8 年間に観察されたのべ 242 ペア，計 287 巣の繁殖

状況を解析した。1 羽でも雛を巣立たせた繁殖成功例は 74 巣で全体の 25.8％にあたる。最近の

繁殖成功率は比較的高い傾向があり，特に 2017 年の繁殖成功率は 43.7％の巣で雛が巣立った。

繁殖失敗時期は，抱卵中期が 111 巣（52.4％）と最も多く，次が孵化予定日前後の 37 巣（17.5％）

であった。2017 年は，近年の中では抱卵中期での失敗が少なく，37.5％に過ぎなかった。一方，

育雛中での失敗が 6 例(15.0％)と比較的多く，捕食による繁殖失敗事例が多いと考えられた。繁

殖経験のあるトキの番いが増えたことにより，親鳥の行動	 (造巣，抱卵，育雛)	 が原因と考えら

れる繁殖失敗が減少し，捕食などの外的要因が増えた可能性を示唆している。	 

	 

潜在的捕食者の密度がトキの繁殖失敗要因に与える影響を評価するためにトキの営巣林にお

いて鳥類センサスとカメラトラップ調査を実施した。カラス類や猛禽類の生息密度とトキの繁

殖成功率の関係を営巣林 12 ヶ所で調査した。各営巣林で 2〜3 地点，計 26 地点でポイントカウ

ント法による調査を実施した。3 月後半から 7 月前半にかけて隔週で，各地点に 10 分間滞在し

て半径 250m 以内に出現するカラス類および猛禽類を記録する調査を実施した。トビ，ハシボソ

ガラス，およびハシブトガラスの調査期間中の最大生息密度とトキの繁殖成功率の間には関係

はなかった（GLM，p>0.10）。13 ヶ所の営巣林に 1〜3 台の無人センサーカメラを合計 26 台，設

置した。動物を赤外線センサーで感知すると 10 秒間の動画を撮影するように設定した。潜在捕

食者として，イエネコ，タヌキ，およびテンが記録された。巣立ち直後の幼鳥 B20 が林床を歩く

様子も撮影されていた。イエネコ，タヌキ，テンの撮映頻度とトキの繁殖成功率の間に相関はな

かった（GLM，p>0.10）。	 

 

研究タイトル 担当者 

トキの繁殖の失敗要因の解析	 

 

油田照秋，永田尚志，中津弘	 

研究タイトル	 担当者	 

捕食者密度が繁殖失敗に与える影響	 

	 

中津弘，江藤毅，永田尚志	 
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トキの繁殖成功率に影響している要因を調べるため，放鳥個体と野外生まれ個体の繁殖成績

(繁殖成否，繁殖時期，巣立ち雛の数)を比較した。2010 年から 2017 年の繁殖期に環境省，新潟

大学，地元ボランティアによって行われたモニタリング調査データを利用した。2017 年までに

確認された 292 巣のうち，放鳥個体同士のペアは 228 巣，雌雄どちらかが野外生まれ個体のペア

は 52 巣，野外生まれ個体同士のペアは 19 巣あった。すくなくとも 1 羽の巣立ちが確認された

繁殖成功率は，それぞれ，25.3％(全体)，18.9％(放鳥同士)，40.4％(雌雄どちらかが野外生ま

れ)，52.6％(野外生まれ同士)であり，放鳥個体と野外生まれ個体の繁殖成功率に明らかな差が

あった。しかし，繁殖時期及び巣立ち雛の数は，放鳥と野外生まれ個体に差が見られなかった。

放鳥個体は，飼育下で繁殖や群れ行動に関する行動を学習していなかった可能性がある。また，

繁殖経験のある個体の繁殖成功率が高くなる傾向があることから，巣作りなどを含む繁殖行動

に学習が重要だということが示唆された。繁殖時期に関しては，一般的に繁殖開始が早い個体ほ

ど成功率が高いとされるが，トキではそれまでの繁殖経験のあるペアほど繁殖開始が早い傾向

があり，野外生まれは放鳥個体に比べ近年繁殖に参加した個体が多いため，差が見られなかった

可能性が高い。また，巣立ち雛の数も放鳥か野外生まれ個体の差よりも年や個体(ペア)の差が大

きかった。	 

	 

営巣林から距離に応じてどのように水田を採餌場所として利用するかを明らかにするために，

5 月中旬から 7 月中旬にかけて，センサスルートを設置し，隔週で計 18 回のトキの採餌位置を

記録した。トキの観察頻度は営巣林からの距離が離れるにしたがって指数的に減少していた。ま

た，田植え直後の 5 月から 6 月にかけて，水田で採餌するトキの採餌行動を 3 分間連続観察し，

採餌中の歩数と稲の踏みつけ頻度を記録した。田植え後 6 週間までに，2016 年はのべ 125 個体，

2017 年はのべ 139 個体の採餌行動を調査した。稲踏み頻度は，平均 0.57±0.051/分（n=264）で

あり，雌雄差，季節差はなかったが，畦際は田面（内部）よりも低かった。トキによる稲踏みの

影響を評価するためには，田植え後の水田内の微環境をどのように利用して採餌しているかの

詳細な情報が必要となる。	 

 

 

 

 

 

研究タイトル 担当者 

再導入年齢が再導入成功率に与える影響	 

	 

油田照秋，中津弘，永田尚志	 

研究タイトル	 担当者	 

トキによる稲踏みの生起頻度の評価	 

	 

中津弘，油田照秋，永田尚志	 
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トキの稲踏みが稲の成長，収量にどう影響するかを評価するため，実験的に稲を踏みつけ，そ

の後の生存，生長，収穫量を調べた。実験は，放鳥場所である環境省野生復帰ステーションから

約 1.5 ㎞離れた佐渡市新穂瓜生屋の水田で行った。2017 年の田植えは 5 月 7 日に行われ，その

日から 3 日後，10 日後，17 日後，24 日後の 4 回，各 10 株ずつの稲株をトキの足の模型(3kg)で

踏みつけた。20 株を対象株(コントロール)とし，実験株とあわせて計 60 株を田植え後 2 か月間

は毎週，その後は隔週で生存や稲の生長を記録した。また，稲刈り後に，実験株の米粒数（結実

数）と重量から収穫量を調べた。生存率はコントロールが 100％（n=20）だったのに対し，3 日

後の踏みつけ株は 40％(n=10)，10 日後の株は 50%(n=10)であった。17 日後，24 日後の踏みつけ

株の生存率は 100％(それぞれ n=10)とコントロールと変わらなかった。早い時期に踏まれた株

の稲丈が少し低い傾向があったが，コントロールと実験株，また実験株間で有意な差はなかった。

穂の数は実験株間では差がなかったが，コントロールと実験株の間には有意な差が見られた(GLM，

負の二項分布，p<0.015)。結実は，早い持期に踏まれた稲株ほど少ない傾向があり，特に最初の

2 週間以内に踏まれた株はコントロールと比べ収穫量が半分近くまで減少した(GLM:負の二項分

布，p<0.01)。なお，米粒の大きさ(粒重量/粒数)には，コントロールと実験株間，また実験株間

に差は認められなかった。	 

	 

国内では 2008 年以降，トキの野生下への再導入が実施されている。野生下個体群を存続させ

ていくうえでは，遺伝的多様性の確保を図りつつ増殖させることが重要である。本研究では，現

在までの放鳥個体の血統情報を用いた分析により，国内野生下個体群に関する集団遺伝学的パ

ラメータを算出し，遺伝的多様性の評価を行った。始祖個体は，中国から譲り受けた 5 羽であ

る。共祖係数，始祖個体の遺伝的寄与率，有効な始祖個体数などを算出し，遺伝的多様性の原因

別低下量を試算した。共祖係数の平均は 0.17 であり，先に報告した飼育下個体群の平均に比べ

て若干高い値であった。有効な始祖個体数および始祖個体のゲノムに関する有効数は、いずれも

飼育下個体群より小さく、それぞれ 3.56 および 3.01 であった。始祖個体の遺伝的寄与率は、

0.02 から 0.34 にわたっていた。遺伝的多様性の総低下量は 0.2 であり、始祖個体の遺伝的寄与

の不均等およびメンデリアンサンプリングなどによる割合がそれぞれ 37%および 13%を占めてい

た。今後の放鳥を通じて可能な限り始祖個体の遺伝的寄与の均等化を図るとともに、メンデリア

ンサンプリングによる遺伝的多様性の低下に留意すべきと考えられる。	 

 

研究タイトル	 担当者	 

稲踏み実験による稲の生存・生長追跡による

影響評価	 

油田照秋，中津弘，永田尚志	 

研究タイトル	 担当者	 

トキ国内野生下個体群における遺伝的多様性

の評価	 

九冨	 斉，山田宜永，谷口幸雄，小川伸一郎	 

杉山稔恵，金子良則，祝前博明	 
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これまで、キジ目およびトキ以外の鳥類に関しては、広範囲にわたる主要組織適合遺伝子複合

体(MHC)領域の詳細なゲノム構造は報告されていなかった。そこで、我々は先に、128kb にわた

るコウノトリ MHC 領域の詳細なゲノム構造を報告し、この領域の両端側においてキジ目の当該

領域とゲノム構造が大きく異なることを明らかにした。本研究では、さらにクラス I 領域下流に

コンティグを伸長し、コウノトリ MHC 領域のゲノム構造のさらなる解明を進めた。コウノトリ

λ ファージゲノムライブラリーに対して PCR スクリーニング法を使用し、TNXB 遺伝子の単離お

よびゲノムウォーキングを実施した。また、データベースに登録されたコウノトリドラフトゲノ

ム配列を利用し、PCR によりコンティグを伸長した。単離されたゲノム断片の両端の塩基配列を

決定し、BLAST 検索によりゲノム構造を推定した。6 個のファージクローンと 3 本の PCR 産物に

より約 60kb のコンティグが作製された。部分的な塩基配列情報からは、TNXB 遺伝子の全長が

50kb 以上であり、その下流に CYP21 遺伝子が逆向き(tail-to-tail)で存在することが示唆され

た。キジ目の MHC 領域とのゲノム構造の比較からは、進化の過程でクラス I 領域の一部に逆位が

生じたことが推察された。	 

	 

	 日本トキ集団の未標識個体の家系推定や遺伝的多様性の維持に向けて、ゲノム情報を利用し

た遺伝的管理手法を構築することが求められている。そのために、数百程度の多型マーカーを簡

便かつ低コストでタイピングする手法の確立が必要となっている。我々は先に、215 個のマーカ

ーを multiplexPCR/NGS によりタイピングする新規の中規模タイピング法(multi40)を報告した。

本研究では当該手法を用いたタイピングにより、有用多型マーカー候補の選抜を行った。始祖 5

個体＋後代 20 個体のサンプルについて、multi40 を用いてタイピングを行った。25 個体のタイ

ピングデータを用いて、有用多型マーカー候補を選抜した。後代 20 個体の個体識別の可否の調

査およびマーカー配列のトキゲノムへのマッピングにより、マーカー候補の有効性について検

討した。25 個体のタイピングデータに基づき、172 個の有用多型マーカー候補が選抜された。こ

れらのタイピングデータによる後代個体の個体識別が可能であったことから、172 個のマーカー

候補の有効性が示された。さらに、有効多型マーカー候補の対立遺伝子と判定された配列群は、

ゲノムの同一座位にマッピングされたことからも、その有効性が確認された。	 

	 

研究タイトル	 担当者	 

コウノトリ MHC クラス I 領域のゲノム構造の解

析	 

谷口幸雄，松田洋和，内藤和明，祝前博明	 

研究タイトル	 担当者	 

日本産トキ集団における家系推定に有用な多型

マーカー候補の選抜	 

山田宜永，杉山稔恵，祝前博明，谷口幸雄	 
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日本では毎年，野鳥から鳥インフルエンザウィルス(AIV)が検出され，大きな社会問題になって

いる。AIV の本体は RNA ウィルス(AIV-RNA)である。新潟県は全国で指折りの鶏卵生産が盛んで

ある。2016 年 11 月 29，30 日に２ヵ所の養鶏場で高病原性(HP)	 AIV	 (H5N6)が検出され 55 万羽

を超えるニワトリが処分された。また，新潟市近郊では，2016 年 11 月 27 日〜翌年の 1 月 12 日

まで，オオハクチョウ，コハクチョウ（オ／コハクチョウ）の死亡個体 15 羽から HPAIV(H5N6)

が検出され地元の観光業者などに甚大な被害を与えた。	 

	 	 昨シーズン（2016 年 11 月〜2017 年 1 月）の AIV モニタリングの結果では，前半と後半の 2 度

の AIV ハイリスク期間が存在した。前半のリスクは，韓国の養鶏場や国内での HP	 AIV が猛威を

振るっている時期とピッタリ一致した。その 1 週間後に新潟県内の 2 ヵ所の養鶏場が HPAIV に

曝された。行政や養鶏家は連携し効果的な AIV 対策を実施した為，後半のリスクを回避できた。

後半のリスクは前半よりも高リスクであった。後半のリスクはどこで発生したのか？何故，養鶏

場などで HPAIV 被害が発生しなかったのか追究していかなければならない。昨シーズン，県内の

2ヵ所の養鶏場や新潟市近郊で発見された死亡個体15羽のオ/コハクチョウがHPAIVに感染した

のか原因を考察する。	 

	 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究タイトル	 担当者	 

行政と養鶏家が連携すれば高病原性鳥インフル

エンザの被害は回避できる	 

小柳充	 
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B 生物多様性・生態系復元研究部門 

	 

昆虫は高い種多様性を誇り，生物間相互作用を通じて地域の生物多様性を支えている。本研究

は，文献・標本・実地調査により佐渡島の昆虫相を明らかにするとともに，標本整備と DNA 情報

の収集を行いそれらのデータベース化を進める。これにより，佐渡島の生物多様性の実態把握と，

昆虫の多様性維持のメカニズムの解明につなげる。	 

今年度は，主にキセン城フィールドで採集した水生昆虫および新穂地区水田において採集し

た甲虫目オサムシ科の同定と DNA バーコード情報の収集を行った。オサムシ科は 46 種 160 個体

の DNA バーコード領域の解析を終えた。また，大佐渡地区のアリ相調査にも着手し，佐渡動植物

生息実態調査（佐渡市の委託を受け朱鷺・自然再生学研究センターが平成２４年度から実施）で

まとめられた昆虫種リストのアリ科に関する情報を再検討した。	 

	 

外来生物種の駆除や個体数管理のためには，外来種をめぐる生物間相互作用の把握が不可欠

である。本研究では，１）東京都大田区埋立地に造成された東京港野鳥公園に侵入した国内外来

種リュウキュウツヤハナムグリの生活史や植物との関係，2）キセン城ビオトープ群に侵入した

アメリカザリガニの餌生物との関係に関する調査を実施し，効果的な外来種駆除のための手法

の確立を目指す。	 

今年度は，1）リュウキュウツヤハナムグリの侵入地で，成虫と土壌中の各齢期（幼虫・前蛹・

蛹）の発生状況を調査した。その結果，開花中のホルトノキ 1 本から最大で 130 個体が捕獲され

るなど成虫の発生量は昨年より増えていることが示唆された。また，7 月の成虫の発生がピーク

に達する時期に前蛹・蛹の存在を確認した。飼育調査によって，交尾・産卵は 7〜8 月に行われ，

その直後に 1 齢幼虫が孵化することがわかっている。7 月に確認した前蛹・蛹は，成体になるま

で少なくとも 2 年を要すると推測された。2）アメリカザリガニの胃に残された被食者 DNA 情報

をもとに餌生物を解明するため，以下の実験・解析を行った。まず，アメリカザリガニの胃サン

プルから被食者 DNA を抽出し，植物と無脊椎動物のユニバーサルプライマーをもちいて PCR 増

幅した。PCR 産物をクローニング，単離した DNA のシーケンシング解析を行った。その結果，ア

メリカザリガニ自身の DNA の増幅が確認され，それによって被食者 DNA の増幅を妨げている可

能性が考えられた。一方で，1 コロニーから得られたバーコード領域は甲虫目オサムシ科である

可能性が高く，胃内容物の直接観察から得られた結果と同様に，陸生の昆虫を摂食している可能

性が示唆された。次に，アメリカザリガニ自身の DNA を増幅させないためにブロッキングプライ

研究タイトル	 担当者	 

佐渡島に生息する昆虫相の解明と情報整備	 岸本圭子	 

研究タイトル	 担当者	 

外来生物の侵入地における生態調査	 岸本圭子	 
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マー（捕食者 DNA に特異的に結合し 3’側に伸長阻害用のスペーサーなどを付加したプライマ

ー）と，植物・無脊椎動物用のユニバーサルプライマーを使ってライブラリー作製，シーケンシ

ング解析を行った。その結果，植物は，ガマ科，カヤツリグサ科，タデ科，キク科，ミズキ科，

ブナ科が餌候補であることが推測された。ガマ科，カヤツリグサ科は，直接餌として利用されて

いると考えられる。また，ミズキ科，ブナ科は，落葉が利用されていると予想される。動物は，

1 個体のサンプルから，クモ類，カメムシ類，ハエ類（ユスリカ科を含む），ハチ類，甲虫類カミ

キリムシ科が餌候補として推定された。本実験でも陸生生物の利用が示唆され，アメリカザリガ

ニは水域に落下した昆虫類を頻繁に摂食すると考えられた。今後は，現在進行中の餌候補生物の

DNA バーコードライブラリーと照合して，さらに詳細な分析を行う計画である。	 

	 

生物の種構成の変化が生態系機能におよぼす影響を明らかにすることは，全球規模で起こっ

ている生物多様性の劣化・消失を理解する上で重要な課題である。本研究は，動物の食性を反映

する同位体を用いて，昆虫の生態系機能に関連する形質を評価し，昆虫群集の機能形質やその多

様性と，物理環境や植物群集の機能形質との関係性を解明する。	 

今年度は，宮崎県，岡山県のモニタリングサイト 1000 の森林 2 箇所と，新潟県佐渡市キセン

城フィールドの森林において，いくつかの昆虫群を対象に定量的調査を実施し，同位体解析用の

サンプルを収集した。	 

	 

トキの野生復帰を支えるためには，トキがいつどのような環境で何を食べているのかといっ

た基本的な情報が必須であり，これまで，採餌行動の直接観察や，死亡個体の胃内容物分析，DNA

バーコーディングによる糞分析が行われ，トキがさまざまな生物を餌として利用することが明

らかにされてきた。例えば，トキは水田や水路など水域の生物に加えて，畦畔・草地など陸域に

生息する生物も比較的多く摂食することがわかってきた。また，稲の背丈が伸びトキが田面に侵

入できなくなる夏期に，畦畔での採餌行動が頻繁に目撃されている。夏期は生物の活動は活発に

なるものの畦畔の面積は田面に比べて小さく，他の時期に比べて利用可能な採餌エリアが限ら

れると予想される。これまで，放鳥トキの餌整備は水田や水路などに生息する水生生物を中心に

考えられてきたが，今後は畦畔や，耕作放棄地を含めた草地に生息する餌生物の分布パターンや

生活史の解明を進め，畦畔や草地の適切な管理方法の確立を目指す。	 

今年度は，昨年度から引き続き先行研究でも餌として利用されていることがわかっている地

表徘徊性のゴミムシ類（昆虫綱コウチュウ目オサムシ科）と地表から地中に生息するミミズ類

研究タイトル	 担当者	 

生物多様性の評価手法に関する研究-昆虫の機

能形質の評価	 

兵藤不二夫,菱拓雄,	 岸本圭子,黒川紘子	 

研究タイトル	 担当者	 

佐渡島の水田生態系における土壌動物群集の構

造特性	 

岸本圭子，南谷幸雄，岸本年郎	 
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（貧毛綱）を対象に，それらの時空間動態を調査した。その結果，佐渡島の国仲平野と小佐渡の

15 の水田畦畔から，32 種のゴミムシ，11 種のミミズの生息を確認することができた。ミミズも

ゴミムシも平地の畦畔（特に未整備の圃場）で比較的多い傾向がみられた一方で，谷津の水田で

も未整備の圃場では，ミミズの種数，ゴミムシの個体数が多かった。さらに，ミミズの個体数は

ほとんどの圃場で，7,	 8 月は 6,	 9 月に比べて少ないことが明らかになった。生活史によるもの

や，移動の可能性などが考えられるが，少なくとも夏期は，トキの畦畔でのミミズ獲得可能性は

低くなることが推測された。	 

	 

本研究では，通し回遊魚の回遊生態と河川環境の関連について考察することを目的とし，佐渡

島の 20 の沿岸河川を対象にハゼ科魚類の河川加入状況について調査を実施した。5 月から 10 月

にかけて小型定置網による調査を行った結果，合計で 1521 個体が採捕された。採捕された魚類

の大部分が通し回遊性の種であり，スミウキゴリの採捕数が最多となり，ついでミミズハゼ，ヨ

シノボリ属，シマウキゴリとなった。採捕個体の大部分が体長 30mm 前後であったことから，海

から河川への加入個体を捕らえたものであると考えられた。ウキゴリ属の加入は 6 月中旬から 9

月初旬の間で確認された。加入の開始時期はスミウキゴリで 6 月初旬，シマウキゴリで 7 月初旬

であり，両種の加入時における体長を比較すると，シマウキゴリはスミウキゴリよりも大きくな

る傾向が認められた。これらの点は両種に海の利用期間に違いがあることを示唆していると考

えられた。	 

	 

里地里山のモザイク構造など，構成要素の種類やその空間配置といった景観構造の重要性は

様々なレベルで明らかにされてきた。また，メタ個体群構造などによる生息地間の連結性といっ

た議論を土台とし，物質循環を含む各生態系間の相互作用についても盛んに議論されてきた。一

方で水田生態系については，谷津や平地といった景観構造の違いはその水域特性と密接に関連

していると考えられるものの，景観スケールにおける水域と陸域の相互作用についてはあまり

注目されてきていない。そこで本研究では，特徴の異なる水田水域におけるドジョウの生息状況

を比較し，景観構造の違いが水田生態系に及ぼす影響について考察する。これまでの調査から，

周囲を雑木に囲まれた谷津田景観においてドジョウの体サイズが大きくなる傾向が認められて

おり，周囲からのリターや土砂供給が影響を及ぼしている可能性が考えられた。	 

	 

	 

研究タイトル	 担当者	 

ハゼ科魚類の河川加入	 満尾世志人	 

研究タイトル	 担当者	 

景観構造がドジョウ個体群に及ぼす影響	 満尾世志人，油田照秋	 
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島嶼や沿岸部に形成される沿岸河川は，大陸性河川に比べ一般的に小規模かつ急傾斜であり，

直接海へと流れ込む。その地理的，物理的特性により淡水魚類相は極めて貧弱であり，多くの沿

岸河川ではヨシノボリ属魚類など回遊性淡水魚類を中心とした魚類相が形成される。ヨシノボ

リ属魚類はハワイなど海洋島においても淡水生態系の主要構成種であり，佐渡島の沿岸河川に

おいてもウキゴリ属魚類と並び中心的なグループとなっている。また，こうした小型の回遊性淡

水魚類は大型のサケ科魚類が利用できないような小河川においても生息が確認されることから，

特に沿岸小河川では栄養塩動態や物質循環の観点からも極めて重要な役割を果たしていること

が予測される。しかしながら，サケ科魚類については知見が蓄積されつつあるものの，ハゼ科魚

類など小型の回遊性淡水魚類については知見が不足している。本研究では，沿岸小河川における

食物網や生態系間相互作用の解明を目標とし，佐渡島内の複数河川を対象に小型回遊性淡水魚

類の食性や河川周辺の飛翔性昆虫について調査実施した。	 

	 5 河川から約 100 個体の魚類について胃内容物を解析した結果，ヨシノボリ属魚類のオスにつ

いては 5 月から 7 月にかけて胃充満度が低下する傾向が認められた。ヨシノボリ属魚類につい

ては，繁殖期間中のオスは卵保護に伴い摂餌機会低下すると考えられており，本研究もこれを支

持する結果となった。一方，付着藻類が発達した河川のオスについては，繁殖期においても他の

河川に比べて胃充満度が有意に高く，肥満度についても同様に他の河川より高い傾向が認めら

れた。このことは，付着藻類は卵保護中であっても比較的摂餌しやすく，ヨシノボリ属魚類にと

って繁殖期間中の重要な餌資源となっていることを示している。また，一般的に河川内の付着藻

類は河畔林による上空被覆率や周辺からの栄養塩流入が大きく関与していると言われているこ

とから，本研究結果は河川周辺環境が一次生産を介して小型回遊魚にも影響を及ぼすことを示

唆していると考えられる。	 

	 

	 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究タイトル	 担当者	 

異なる土地利用条件下における小型回遊性淡水

魚類の生息状況	 

満尾世志人，岸本圭子，飯田碧	 
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佐渡島のテンは，1950-1960 年代にノウサギによる造林木への被害対策のために導入された国

内外来種である。テンは植物質から動物質まで多様な食性を示し樹上でも採餌活動を行うこと

から，島内の生態系だけでなく，野生復帰の取り組みが進むトキの繁殖にも影響を与える可能性

が危惧されている。そのため，テンの生態を明らかにし，その管理手法を検討する必要性は高い

と考えられる。本研究では，佐渡島におけるテンの行動パターンと景観との関係性を評価するた

め，2016 年 12 月から 1 年間，自動撮影カメラ（以下，カメラ）を用いて調査を行った。調査地

は鳥獣保護区を含むトキの利用頻度が高いエリアに設定した。そして，植生データを用いて調査

地内の土地利用タイプを区分して，テンの撮影頻度と土地利用タイプとの関係を調べた。その結

果，落葉広葉樹林と果樹園の存在がテンの行動パターンに影響を与えることが示唆された。一方，

人の生活エリアである市街地との関係は示されなかった。調査地において，過去にテンが民家の

納屋や屋根裏を休息や繁殖場所として利用していたことがあり，テンの行動パターンは人の活

動とも深く関わりがあることが予想された。	 

	 

サドモグラは，哺乳類では佐渡島唯一の固有種であるが，その生態は不明な点が多い。サドモ

グラの生態を明らかにすることは，哺乳類の地下適応への理解に繋がるだけでなく，農地でのモ

グラの管理手法を検討する上で有用な情報になることが期待される。そこで，本研究ではサドモ

グラの生態学的知見の集積を目的とし，今年度はサドモグラの繁殖期について調査を行った。

2016 年 4 月から 2017 年 10 月に入手したサドモグラ 35 頭（雄 25 頭，雌 10 頭）を解剖し，繁殖

状態を調べた。その結果，雄の生殖器重量（精巣と精巣上体の合計重量）は，2 月から 7 月にか

けて高い値を示した。また，体重が 60g に満たない未成熟個体が 6 月に確認された。雌について

は，5 月に妊娠個体が確認され，7 月には授乳中あるいは離乳直後と考えられる乳頭の目立つ個

体が確認された。これらの結果から，サドモグラは春から夏にかけて繁殖していると予想された。

今後，生殖器の組織学的な検討を行うことで，より詳細な繁殖期の推定を行う予定である。	 

	 

 

 

 

 

 

 

研究タイトル	 担当者	 

国内外来種テンの行動パターンと土地利用の関

係	 

江藤毅，油田照秋	 

研究タイトル	 担当者	 

佐渡島の固有種サドモグラの基礎生態	 江藤毅	 
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C 環境社会システム研究部門 

	 

	 トキの野生下の個体数が増加するなかで，地域住民のトキに対する意識の変化や，事業がもた

らす地域社会への影響を調査している。トキの野生復帰事業の地域社会へのインパクト，並びに

里地・里山環境保全の課題を明らかにするために，地域住民との談義を通したトキと地域環境保

全をめぐるインタレスト分析，農業者へのヒアリングによるトキの影響，里地・里山環境保全の

課題調査を進め，コウノトリの野生復帰に取り組む豊岡市との比較も行いながら，トキとの共存

に向けて必要となる政策決定プロセスや合意形成のしくみを考察している。	 

	 今年度は，2回の談義を開催のほか，稲踏み被害を受けた農家2名への聞き取り調査を通して，

コアステークホルダーのインタレストを整理した。また昨年度から収集したインタレストを分

析し，合意形成という観点から課題を抽出し，提案づくりの基本的枠組みを整理した。	 

	 

分割から統合へと変化しつつある国土・環境保全の潮流のなかで，ガバナンスの正当性をいか

に保持するかという問いに対する一つの解を提示することを目的としている。統合的観点の導

入によって変化する自然資源の所有・管理・利用の相互連関とそのなかに含まれる環境倫理的課

題を分析し，公正で平等な参加と共同のあり方について理論を構築することを目指す。今年度は，

新潟県佐渡市，宮城県仙台市荒浜地区，兵庫県神戸市の研究対象地区における基礎的調査を行い，

「所有」「管理」「利用」という観点から生じている課題を整理した。	 

	 

	 自然再生のプロセスは，社会的観点からも順応的に発展させる必要があることから，再生活動

に参加する人びとが自らの活動のポテンシャルと課題を確認し，発展させていくためのツール

を開発している。「問題認識」「人とネットワーク」「技術と行動」「知識と評価」「資金と運営」

という観点から，課題を吟味するためのチェック項目を精査し，活動者の認識を明らかにするた

めの方法を検討した。今年度は，研究成果をもとに具体的なツール（リーフレット）を作成し，

このツールを活用するワークショップの方法を可視化した。	 

	 

研究タイトル	 担当者	 

トキと共存可能な地域社会モデルの研究	 

	 

豊田光世	 

研究タイトル	 担当者	 

環境の統合的ガバナンスの正当性をめぐる環

境倫理学的分析	 

豊田光世	 

研究タイトル	 担当者	 

包括的地域再生に向けた順応的ガバナンスの

社会的評価モデルの開発	 

豊田光世	 
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	 新潟県村上市を流れる三面川中流部の環境保全・再生に向けて，ステークホルダーである流域

住民の河川環境に対する意識を明らかにし，合意形成の方向性を明らかにするための研究を行

っている。今年度は，布部集落，茎太集落，岩崩集落において流域住民に聞き取り調査を行い，

中流部に付けられた詳細な地名 45 件を把握するとともに，地名から見えてくる河川空間の多様

な価値認識を明らかにした。	 

	 

佐渡島にある汽水湖「加茂湖」の環境保全に向けて，任意団体「佐渡島加茂湖水系再生研究所」

と，加茂湖漁業協同組合との連合組織「加茂湖活動組織」のプロジェクトマネジメントを通して，

市民主導型環境ガバナンスの課題と可能性について検討している。	 

	 自然資源の循環にむけた協働推進の社会実験として昨年度開始した「ヨシ舟製作プロジェク

ト」を継続し，ヨシの資源化と協働の輪の拡大をさらに発展させるとともに，文化財保護という

観点からヨシの資源化の活用を検討するため，佐渡市安養寺集落の羽黒神社の保全を氏子なら

びに集落住民と試み，新たな資源循環の枠組みの構想を開始した。	 

	 また，加茂湖畔で空き家となっている船小屋を活用し，水辺の保全と活用にかかわる新たな協

働のしくみを構築し始めた。本事業は，鼓童文化財団及び佐渡市との協働で進め，佐渡市インバ

ウンドの発展を視野に進めている。	 

	 

	 ハワイ大学及び宮城教育大学との協働で，探究力育成のペダゴジー「子どもの哲学（philosophy	 

for	 children,	 p4c）の日本の学校教育における展開を研究している。今年度は佐渡島内の小学

校での授業実践を通して，この教育の実施をめぐる課題と可能性について検討を行った。特に道

徳教育の手法として学校教員から高い関心を得ているため，佐渡市教育委員会ならびに教員が

構成する道徳教育研究会との協働で，学校教員を対象とした p4c 研修会を開催し，教育現場での

展開の可能性を模索した。	 

	 昨年度までは宮城県内の小中学校での実践を通してこの教育の展開を議論してきたが，その

成果を大学研究者と学校教員の共著による書籍（『子どもたちの未来を拓く探究の対話「p4c」』

東京書籍）としてまとめ刊行した。	 

研究タイトル	 担当者	 

三面川再生にむけたステークホルダー・イン

タレスト分析	 

豊田光世	 

研究タイトル	 担当者	 

地域環境ガバナンスの発展に向けた参加と協

働のしくみづくり	 

豊田光世	 

研究タイトル	 担当者	 

探究力育成にむけたペダゴジー調査と開発	 

	 

豊田光世	 
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D 外部資金の獲得状況 

 

課題名	 
実施時期	 

（年度）	 
資金制度名	 

氏名	 

（代表・分担区分）	 

同位体から昆虫の機能形質を評価する	 2017-	 

2021	 

科研費助成事業	 

基盤研究（Ｂ）	 

岸本圭子（分）	 

（代）岡山大学・兵藤不二夫	 

トキの個性の維持機構とその適応的意

義	 

2017-	 

2019	 

科研費助成事業	 

基盤研究（Ｃ）	 

永田尚志（代）	 

魚類縦断探索システムを用いた農業水

路系生態系配慮施設の戦略的整備手法

の構築	 

2017-	 

2019	 

科研費助成事業	 

基盤研究(Ｂ)	 

満尾世志人（分）	 

（代）新潟大学・吉川夏樹	 

環境の統合的ガバナンスの正当性をめ

ぐる環境倫理学的分析	 

2017-	 

2019	 

科研費助成事業	 

基盤研究（Ｃ）	 

豊田光世（代）	 

三面川再生にむけたステークホルダ

ー・インタレスト分析と魚類に着目し

た河川環境再生手法の検討	 

2017-	 

2018	 

新潟県建設技術セ

ンター研究助成	 

豊田光世（代）	 

平成 29 年度「加茂湖周辺空き施設活用

事業」	 

2017	 

	 

加茂湖周辺空き施

設活用事業助成	 

豊田光世（代）	 

農業のアメニティの向上を通じた都市

の創造性に関する研究-日本と中国の

比較分析	 

2016-	 

2019	 

科研費助成事業	 

基盤研究（Ｃ）	 

木南莉莉（代）	 

トキの野生復帰のための放鳥個体群・

里山の管理手法と持続可能な地域社会

モデルの研究	 

2016-	 

2018	 

環境省環境研究総

合推進費	 

永田尚志（代）	 

山田宜永（分）	 

岸本圭子（分）	 

豊田光世（分）	 

雑食性外来生物アメリカザリガニが希

少種に与える直接的影響の評価	 

2016-	 

2018	 

科研費助成事業	 

若手研究（Ｂ）	 

岸本圭子（代）	 

体温変動を指標としたサドモグラの生

理生態学的研究	 

2016-	 

2017	 

公益信託乾太助記

念動物科学研究助

成基金	 

江藤毅（代）	 

回遊性淡水魚類の河川遡上に影響を及

ぼす河口環境特性の解明	 

2016-	 

2017	 

公益財団法人クリ

タ水・環境科学振

興財団	 国内研究

助成	 

満尾世志人（代）	 

トキが舞う佐渡島に鳥インフルエンザ

のモニタリングシステムの構築	 

2016-	 

2017	 

科研費助成事業	 

（挑戦的萌芽）	 

小柳充（代）	 
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ｐ4ｃ教育のＥＳＤへの応用に関する

研究	 

2016-	 

2017	 

(公財)上廣倫理財

団2016年度教育研

究活動助成	 

豊田光世（代）	 

種牛の遺伝的評価法に関する研究助成	 2016-	 

	 

(公社)全国和牛登

録協会	 

祝前博明（代）	 

多雪地域における木製グライド防止工

を用いた防雪林造成法の確立	 

2015-	 

2017	 

科研費助成事業	 

基盤研究（Ｃ）	 

中田誠（代）	 

包括的地域再生に向けた順応的ガバナ

ンスの社会的評価モデルの開発	 

2015-	 

2017	 

科研費助成事業	 

基盤研究（Ｂ）	 

豊田光世（分）	 

（代）総合地球環境学研究所・

菊地直樹	 
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3．社会・教育活動 

 

	 自然との共存を可能とする社会システムを構築していくためには，里地里山をはじめとする

生態系の自然再生を進めていくだけでなく，こうした取り組みを支援する地域社会を作ってい

くことが不可欠です。このような持続可能な社会を実現するため，「センターの研究活動」で示

した３つの枠組みに沿って，以下に代表される活動に取り組んでいます。	 

研究活動から得られた学術的知見を地域に還元するため，佐渡の自然再生と地域活性化を担

う幅広い人材の養成に取り組んできました（「朱鷺の島環境再生リーダー養成ユニット」事業）。

平成 27 年度からは「朱鷺の島地域再生人材創出事業」を開始し，さらなる人材育成に取り組む

とともに，自然再生を実現する地域社会モデルの構築に向けた実践的研究活動も進めています。	 

	 佐渡市や新潟県，環境省等の行政機関による環境関連施策に対し，研究成果を基にした提言を

行います。また，出前講義や公開講座を積極的に開催し，多くの方々により分かりやすい内容で

最新の知見について普及啓発を行っています。	 

	 新潟大学の教養に関する科目に，トキの野生復帰を軸とした自然再生の取り組みを通して地

域の未来像を考える講義，「トキをシンボルとした自然再生」と実際に自然再生現場で体験する

実習，「朱鷺・自然再生フィールドワーク」をそれぞれ開講しています。	 

	 佐渡島内に設置されている新潟大学の臨海実験所及び佐渡ステーション演習林と連携を深め，

これにより独自の視点から森里海を一体的に扱う教育及び研究に取り組んでいます。	 

 

 

A 朱鷺の島地域再生人材創出事業 

 

平成 22 年度から平成 26 年度にかけて，科学技術振興調整費の助成による「朱鷺の島環境再生

リーダー養成ユニット」の実践的な取り組みにより，佐渡の自然再生と地域活性化を担う幅広い

人材の養成を行ってきました。その後継事業である「朱鷺の島地域再生人材創出事業」では，佐

渡市をはじめとする地域の関係機関との連携のもと，養成修了者へのフォローアップと新しい

人材の養成を行うことで，効果的で継続的な事業を展開していきます。	 

	 本事業は，佐渡島にある朱鷺・自然再生学研究センター，臨海実験所，佐渡ステーション演習

林の新潟大学 3 施設の連携を深め，佐渡の多様な自然環境を活用したガイドの養成，トキモニタ

ーやトキガイドとして活躍する養成修了者へのフォローアップ，養成終了者と連携した学生教

育，佐渡での研究成果をもとにした公開講座を通じて，佐渡の恵まれた生物多様性を促進・活用

した経済活動と環境保全の好循環を生み出す人材の養成を目指します。	 
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１）講義・実習一覧 

 

(1)里山体験ガイド養成コース 
①	 里山体験ガイド実習 	 	 	   

第 1 回「５月の生き物体験プログラムの作成・ガイドマニュアルの作成」	 

江藤毅（4 月 22 日）	 

第２回「６月の生き物体験プログラムの作成・里山ガイド講座」	 

江藤毅・大石麻美（佐渡生きもの語り研究所）（6 月 3 日）	 

第３回「インタープリテーション実習」	 

江藤毅・五十嵐実（日本自然環境専門学校）（6 月 17 日）	 

第４回「７月の生き物体験プログラムの作成・里山ガイド講座」	 

祝前博明・江藤毅・大石麻美（佐渡生きもの語り研究所）（7 月 29 日）	 

第５回「８月の生き物体験プログラムの作成・里山ガイド講座」	 

江藤毅・大石麻美（佐渡生きもの語り研究所）（8 月 5 日）	 

第６回「９月の生き物体験プログラムの作成・里山ガイド講座」	 

江藤毅・大石麻美（佐渡生きもの語り研究所）（9 月 2 日）	 

	 

②	 里山体験ガイド実践	 	 

第 1 回「トキの里探検隊の実践」	 	 江藤毅（4 月 30 日）	 

第 2 回「トキの里探検隊の実践」	 	 仲川純子（佐渡生きもの語り研究所）（5 月 4 日）	 

第 3 回「トキの里探検隊の実践」	 	 江藤毅（5 月 5 日）	 

第 4 回「トキの里探検隊の実践」	 	 仲川純子（佐渡生きもの語り研究所）（5 月 6 日）	 

第 5 回「トキの里探検隊の実践」	 	 江藤毅（6 月 11 日）	 

第 6 回「トキの里探検隊の実践」	 	 仲川純子（佐渡生きもの語り研究所）（6 月 18 日）	 

第 7 回「トキの里探検隊の実践」	 	 江藤毅（7 月 30 日）	 

第 8 回「トキの里探検隊の実践」	 	 仲川純子（佐渡生きもの語り研究所）（7 月 31 日）	 

第 9 回「トキの里探検隊の実践」	 	 江藤毅（8 月 5 日）	 

第 10 回「トキの里探検隊の実践」	 仲川純子（佐渡生きもの語り研究所）（8 月 6 日）	 

第 11 回「トキの里探検隊の実践」	 江藤毅（8 月 9 日）	 

第 12 回「トキの里探検隊の実践」	 仲川純子（佐渡生きもの語り研究所）（8 月 11 日）	 

第 13 回「トキの里探検隊の実践」	 江藤毅（8 月 12 日）	 

第 14 回「トキの里探検隊の実践」	 江藤毅（9 月 3 日）	 

第 15 回「トキの里探検隊の実践」	 仲川純子（佐渡生きもの語り研究所）（9 月 17 日）	 
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(2)ジオサイト総合ガイドコース 
①	 ジオサイト生物実習	 	 	 	 	 	 

第１回「小木半島（城山周辺・元小木	 ）の植物」	 

江藤毅・中川清太郎（日本自然保護協会・自然観察指導員）（5 月 23 日）	 

第２回「小木半島	 （沢崎周辺	 ・素浜海岸周辺）の植物」	 

江藤毅・中川清太郎（日本自然保護協会・自然観察指導員）（6 月 13 日）	 

第３回「大佐渡山地の植物」	 

崎尾均（自然科学系農学部）・江藤毅（7 月 5 日）	 

第４回「小木半島の動物相」	 

満尾世志人・江藤毅（8 月 29 日）	 

	 

(3)トキモニターフォローアップ	 	 	 

「トキモニターコースフォローアップコース」	 永田尚志（11 月 24 日）	 

	 

(4)学校教職員対象研修	 	 	 

第１回「サドガエルの生態研修会」	 江藤毅（7 月 8 日）	 

第２回「環境教育研修会」	 豊田光世（8 月 8 日）	 

第３回「トキの生態研修会」	 永田尚志（11 月 18 日）	 

	 

(5)市民向けの公開講座	 	 	 

「佐渡の人里に生きる中型哺乳類～テン，タヌキ，ノウサギの話～」	 江藤毅（12 月 6 日）	 

        

２）受講者・修了者数 

 

	 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース名	 受講者数	 修了者数	 

里山体験ガイド養成	 21	 15	 

ジオサイト総合ガイド	 10	 7	 

新潟大学Ｇコード実習	 36	 －	 

トキモニターフォローアップ	 14	 －	 

学校教職員対象研修（第 1 回）	 17	 －	 

学校教職員対象研修（第 2 回）	 7	 －	 

学校教職員対象研修（第 3 回）	 8	 －	 

市民向けの公開講座	 64	 －	 
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B 地域との連携 

 

１）佐渡市との連携 

(1)	 世界農業遺産の推進	 

	 佐渡市は FAO より 2011 年に世界農業遺産として認定され，「トキと共生する佐渡の里山」とい

うタイトルのもと，生きもの豊かで持続可能な農村社会の発展に取り組んでいます。当センター

では，佐渡市と連携のもと，世界農業遺産の推進にかかわる調査研究・社会実装に取り組んでい

ます。	 

1)	 佐渡市世界農業遺産推進会議及び幹事会への参加	 

	 佐渡市が設置した「世界農業遺産推進会議」および下部組織である「幹事会」において，世界

農業遺産を生かした地域活性施策などの検討・審議を行っています。今年度は２回の幹事会が行

われ，アクションプランの進め方や世界農業遺産のブランドマークづくり等について議論しま

した。	 

2)	 第２期アクションプラン（2016 年度〜2020 年度）への参画	 

	 アクションプランに位置づけられている以下の２つの活動に取り組んでいます。	 

①農業遺産の保全と活用に取組む組織及び人材の育成とモデルの構築〜朱鷺の島地域再生人材

創出事業及び生物多様性に配慮したさどの農法を伝えられるガイドの養成と自立的な活動を可

能にする組織づくり（活動詳細は，20 ページを参照）	 

②世界農業遺産の発展に向けた地域参加型ビジョン設定＆モニタリング手法の開発	 

3)	 東アジア農業遺産学会（ERAHS）での研究発表	 

	 世界農業遺産やトキとの共生にかかわる研究成果を ERAHS で発表し，東アジアの世界農業遺

産認定地域との情報共有，ディスカッションを行っています。今年度の学会は 7 月 12〜13 日に

中国浙江省湖州市で開催され，市民参加の仕組みづくりの課題と計画について発表しました。	 

	 

(2)	 生物多様性佐渡戦略への貢献	 

	 生物多様性戦略を推進していく際の課題等	 今年度は，佐渡市と共催で「生物多様性保全研究

会〜みんなで守る生物多様性〜」を 2018 年 3 月 8 日に開催しました（p.23 参照）。	 

 

２）小中高校との連携授業	 

(1)   佐渡市立行谷小学校「トキ集会」2017 年 5 月 2 日（豊田光世・中津弘）	 

(2)   佐渡市立両津小学校 5 年生「加茂湖の環境学習・ヨシ原再生と柴づけ漁」2017 年 6 月 30

日,	 9 月 26 日,	 10 月 5 日（豊田光世）	 

(3)   佐渡市立行谷小学校 2〜6 年生「探究の対話」2017 年 7 月 3 日,	 7 月 4 日,	 11 月 7 日,	 11

月 9 日（豊田光世）	 

(4)   佐渡市立両津吉井小学校 2・6 年生「探究の対話 p4c」	 2017 年 7 月 7 日（豊田光世）	 
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(5)   佐渡市立二宮小学校 2 年生「探究の対話 p4c」2017 年 12 月 8 日（豊田光世）	 

(6)   佐渡市立二宮小学校「サドモグラって知ってる？」2017 年 12 月 21 日（江藤毅）	 
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C シンポジウム・講演・ワークショップなど 

 

１）センター主催 

(1)	 平成 29 年度新潟大学佐渡３施設合同フォーラム「森里海を探究しよう」	 

	 	 日時：2017 年 11 月 11 日（土）13：00〜16：30	 

	 	 会場：トキ交流会館	 1 階大ホール（佐渡市）	 

	 	 島はキャンパス！研究発表	 大学編	 

	 	 	 佐渡ステーション演習林，朱鷺・自然再生学研究センター，臨海実験所	 

	 	 島はキャンパス！研究発表	 高校編	 

	 	 	 佐渡中等教育学校，佐渡総合高等学校	 

	 	 島研究トーク「OKEON 美ら森プロジェクト〜沖縄地域社会とつくる環境研究〜」	 

	 	 	 ゲスト講師：吉村正志（沖縄科学技術大学院大学）	 

(2)	 生物多様性保全研究会〜みんなで守る生物多様性〜（佐渡市産業観光部農業政策課共催）	 

日時：2018 年 3 月 8 日（木）9:00〜12:00	 

会場：トキ交流会館	 2 階会議室（佐渡市）	 

パネルディスカッション：	 

	 「多様な主体が協働で取組む生物多様性保全について」	 

	 	 西廣淳（東邦大学理学部准教授）	 

	 「行政セクターの機能・役割について〜千葉県の事例をもとに〜」	 

	 	 熊谷宏尚（千葉県環境生活部自然保護課	 生物多様性センター	 副技監）	 

	 「田んぼの生きもの認証制度へ向けて」	 

	 	 鈴木耕平（宮城県大崎市産業経済部産業政策課	 世界農業遺産推進室	 自然共生推進係）	 

(3)	 自然再生学研究セミナー	 

日時：2018 年 3 月 25 日（日）10:00〜14:30	 

会場：島内神社，トキ交流会館	 1 階会議室（佐渡市）	 

講演：「剣と金属の環境神様学〜播磨から佐渡へ〜」	 

	 	 	 合田博子（環境人類学研究所	 代表）	 

	 

２）センター以外主催	 

(1)   豊田光世「子供のための哲学研修」神戸大学附属中等教育学校，2017 年 4 月 6 日	 

(2)   豊田光世「探究の対話（p4c）の教育」佐渡市立行谷小学校校内研修会，2017 年 4 月 24 日	 

(3)   豊田光世「探究１：テーマ設定の仕方と探究活動の進め方」兵庫県立豊岡高等学校,	 2017

年 6 月 8 日	 

(4)   江藤毅「佐渡の哺乳類〜里地里山に生きる外来種と固有種について〜」内藤電誠工業株式

会社，環境学習会，2017 年 6 月 9 日	 

(5)   豊田光世「佐渡を持続可能な循環社会のモデルにするには」環境文明 21 エコツアー，2017
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年 7 月 15 日	 

(6)   豊田光世「トキ野生復帰シンポジウム・田からもの未来会議」パネルディスカッションコ

ーディネーター（佐渡市）,	 2017 年 8 月 19 日	 

(7)   豊田光世「安心して楽しく暮らせる地域を創る〜両津福浦の事例から〜」佐渡市大和集落

「大和の茶の間」，2017 年 8 月 25 日	 

(8)   豊田光世「共に考える場をデザインする〜合意形成の理念と手法〜」佐渡市小・中学校教

育研究会事務部連絡会議研修会，2017 年 9 月 13 日	 

(9)   豊田光世「対話を取り入れた道徳授業の指導工夫」道徳教育研修会（佐渡市教育委員会），

2017 年 11 月 14 日	 

(10)  江藤毅「佐渡の小さな動物たち〜里山のネズミとモグラの暮らし〜」吉井沖保全会講演会，

2017 年 11 月 14 日	 

(11)  豊田光世「探究の対話(p4c)」研修会「「道徳」の授業づくりをいっしょに学びませんか？」

（佐渡道徳教育研究会），2017 年 11 月 25 日	 

(12)  豊田光世「第３回探究の対話(p4c)フォーラム in 白石」指導助言（宮城教育大学），2017 年

12 月 1 日	 

(13)  岸本圭子「佐渡島の水田畦畔に生息するトキの餌生物～ミミズとゴミムシのはなし～」（市

民生きもの勉強会）2018 年 3 月 1 日	 
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D 大学講義・実習 

 

1. 学内の講義・実習 

(1)Ｇコード科目「トキをシンボルとした自然再生」（170G3728：聴講生 81 名）	 

永田尚志	 	 	 	 オリエンテーション（10 月 2 日）	 

〔トキから学ぶ自然共生科学〕	 

永田尚志	 	 「トキとは―絶滅から復活へ」（10 月 16 日）	 

祝前博明	 	 	 「トキを遺伝的に探る」（10 月 23 日）	 

岸本圭子	 	 	 「トキと生物間相互作用」(11 月 6 日)	 

満尾世志人	 「トキと水田・水辺環境」(11 月 13 日)	 

豊田光世	 	 「トキをめぐる価値判断と意思決定」(11 月 20 日)	 

〔トキの野生復帰，自然再生を支える研究・取組〕	 

中田誠	 	 	 「貴重な生き物の宝庫を探る」(11 月 27 日)	 

池田哲夫	 	 「トキを文化的に科学する」(12 月 4 日)	 

杉山稔恵	 	 「鳥は恐竜か？」(12 月 11 日)	 

望月翔太	 	 「トキの目で環境を観る」(12 月 18 日)	 

本間航介	 	 「トキも生息できる環境を創出する」(12 月 25 日)	 

関島恒夫	 	 「自然再生をめざす佐渡市の取組」(1 月 16 日)	 

箕口秀夫	 	 「トキをシンボルとした自然再生－これから」(1 月 22 日)	 

	 (2)	 Ｇコード科目「朱鷺・自然再生フィールドワーク」	 

第１回「トキ観察実習」	 永田尚志（7 月 15 日～7 月 16 日）	 

第３回「水辺の生物多様性実習」	 満尾世志人，江藤毅（8 月 26 日～8 月 27 日）	 

第４回「里山の生物多様性実習」	 岸本圭子，江藤毅（8 月 31 日～9 月 1 日）	 

(3)	 Ｇコード科目「森・里・海フィールド実習」	 

永田尚志，満尾世志人，岸本圭子	 「森里海をつなぐ野外生態学実習」	 

（9 月 5 日～9 月 6 日）	 

(4)	 農学部附属ＦＣ佐渡ＳＴ演習林主催「東邦大学生物学科野外生態学実習」	 

岸本圭子	 「水生昆虫の同定」（5 月 29 日）	 

(5)	 農学部	 

祝前博明	 「応用動物遺伝学」分担	 （11 月 8 日～1 月 31 日）	 

(6)	 大学院自然科学研究科	 	 

永田尚志	 「自然再生学特論」（10 月 2 日～1 月 29 日）	 

(7)	 大学院自然科学研究科	 

永田尚志	 「環境科学特別講義」	 集中講義	 
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２．他大学の講義 

(1)	 石川県立大学生物資源環境学部	 

祝前博明	 「動物育種学」	 集中講義（8 月 28 日～8 月 31 日）	 

(2)	 兵庫県立大学地域資源マネジメント研究科	 

豊田光世	 「地域資源と環境教育」（9 月 2 日〜9 月 3 日）	 

(3)	 京都大学農学部	 

祝前博明	 「応用動物遺伝学」	 集中講義	 （9 月 26 日～9 月 29 日）	 

(4)	 北海道大学理学部	 

永田尚志	 「生物学特別講義」（9 月 25 日～9 月 26 日）	 

(5)	 東京海洋大学	 

豊田光世「水産海洋 IOF プログラム合意形成研修」（10 月 11 日〜10 月 13 日）	 

(6)	 東京工業大学リベラルアーツ研究教育院	 

豊田光世「合意形成学」（10 月 25 日）	 
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2017 年 6 月 27 日	 

 

 

E 報告書等 
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究課題-飼育動物の安定的利活用を目指して-‐」日本学術会議食料科学委員会畜産学分科会，
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豊田光世（2017）第 22 回全国棚田（千枚田）サミット in 佐渡第二分科会の座長を務めて.	 新潟

大学環境・社会報告書,	 pp.6-8	 

豊田光世（2017）対話を通して考えを広げる.	 はまなす（ときわ会佐渡支部発行）第 100 号．	 

豊田光世（2018）環境問題の対話的アプローチ.	 環境と文明（認定 NPO 法人環境文明 21 発行）,	 

pp.3-4	 
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5.資料 

 

A 沿革 

 

	 トキを野生復帰させるために，環境庁（現・環境省）は自然環境や社会環境整備について関係

行政機関，団体，専門家，地域住民等の各主体が取り組むべき課題とそのための手法を明らかに

し，トキと共存しうる地域社会を構築することを目的に「共生と循環の地域社会づくりモデル事

業（佐渡地域）」を平成 12 年度より開始しました。新潟県もこれに連動して「トキの住む島づく

り事業」を平成 13 年度より開始しましたが，1）自然環境整備の遅れ，2）必要な科学的データ

の不足，3）地元住民の意識と行政の乖離，4）循環型農林業の担い手不足など深刻な問題が多か

ったため，平成 14 年度に日本経団連自然保護基金の助成を得て，新潟大学農学部附属フィール

ド科学教育研究センター佐渡ステーションの教員と地元ボランティアにより，上記問題群に対

処することを目的として活動を開始しました。	 

	 新潟大学は，地域基幹大学としてトキが野生復帰し，自立して生息できる自然・社会環境づく

りを将来的に支援していくことを，地域住民，あるいは佐渡市・新潟県などの地方行政組織から，

強く期待されているため，平成 15 年度から新潟大学地域貢献事業「トキ野生復帰プロジェクト」

を発足し，主に，試験放鳥の地理的核となる旧新穂村キセン城に放棄されていた約 140 枚の棚田

（30ha）を再生整備し，トキの採餌環境創出を図るとともに，餌生物を持続的に生産するビオト

ープ管理手法を検討しました。	 

	 一方，平成 20 年度に学外研究機関との連携プロジェクト（環境省地球環境研究総合推進費「ト

キの島再生プロジェクト」）がスタートし，エサ場となる水田や河川環境，あるいは営巣環境と

なる森林環境などの基盤情報を GIS でデータベース化した上で，当該プロジェクトで構築され

たトキの好適生息環境予測モデルと餌量推定モデルをもとに，佐渡島全域にわたる景観レベル

での自然再生プログラムを立案しました。	 

	 これらふたつのプロジェクトを融合し，より強力な研究体制を構築することを目的として，平

成 20 年 12 月「超域朱鷺プロジェクト」が発足しました。さらには平成 22 年 4 月佐渡市に「新

潟大学	 朱鷺・自然再生学研究センター」が開所し，活動を発展させています。	 

	 

平成 14 年（2002 年）4 月	 日本経団連自然保護基金の助成を得て，農学部フィール

ド科学教育研究センター佐渡ステーション本間航介助教授

（現・准教授）を中心に地元ボランティアとともに，トキ

の野生復帰を支援する活動や研究を開始	 

新穂地区キセン城の放棄棚田地を新穂村や地元民から借

り受け，生物多様性に配慮したビオトープ造成・維持管理

手法に関する研究・教育活動を開始	 
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平成 15 年（2003 年）4 月	 新潟大学地域貢献事業「トキ野生復帰プロジェクト（学

長裁量プロジェクト）」として本格的に始動	 

トキ野生復帰プロジェクト事務所を佐渡郡新穂村潟上

（現・佐渡市新穂潟上）に設置	 

	 

平成 18 年（2006 年）5 月	 佐渡市委託事業「佐渡市環境教育副読本	 佐渡島環境大

全の指導書，小学生用，中学生用の作成事業」開始	 

	 

平成 19 年（2007 年）4 月	 大学院自然科学研究科の関島恒夫准教授を中心に「トキ

の島再生研究プロジェクト（環境省地球環境研究総合推進

費「トキの野生復帰のための持続可能な自然再生計画の立

案とその社会的手続き」）」の開始	 

	 

平成 20 年（2008 年）12 月	 トキ野生復帰プロジェクトとトキの島再生研究プロジェ

クトを融合し，超域研究機構に「超域朱鷺プロジェクト（3

年間）」を発足	 

	 

平成 21 年（2009 年）4 月	 超域朱鷺プロジェクト事務所を佐渡市新穂潟上のトキ交

流会館内に移動	 

	 

平成 22 年（2010 年）4 月	 超域朱鷺プロジェクトの実施主体となる朱鷺・自然再生

学研究センターを佐渡市トキ交流会館内に開所	 

初代センター長	 山岸哲（平成 22 年 4 月～平成 24 年 7 月）	 

地方自治体との連携による自然再生を支援する地域社会づ

くり推進のため，佐渡市職員がセンターに常駐	 

	 

平成 22 年（2010 年）7 月	 「朱鷺の島環境再生リーダー養成ユニット（科学技術総

合推進費）」の開始	 

	 

平成 23 年（2011 年）4 月	 超域研究機構の改称により，研究推進機構超域学術院へ

移行	 

	 

平成 23 年（2011 年）5 月	 「自然再生学講座－環境・経済好循環推進事業（佐渡市

寄附講座）」の開始	 

佐渡市新穂潟上地区に実験水田を造成し，環境保全型農

業の検討を開始	 
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佐渡市委託事業「佐渡市環境教育副読本の改訂版作成事

業」の開始	 

	 

平成 23 年（2011 年）9 月	 トキの保護増殖事業の機関として，環境省から認定を受

ける	 

	 

平成 23 年（2011 年）12 月	 超域朱鷺プロジェクトの継続（3 年間）	 

	 

平成 24 年（2012 年）8 月	 佐渡市委託事業「佐渡動植物生息実態調査」の開始	 

第 2 代センター長	 山村則男（平成 24 年 8 月～平成 28 年

3 月）	 

	 

平成 25 年（2013 年）5 月	 センター専任の永田尚志准教授（現：教授）を中心に「再

導入による希少鳥類の保全手法の確立に関する研究（環境

省環境研究総合推進費）」の開始	 

	 

平成 26 年（2014 年）4 月	 組織改編により，研究推進機構朱鷺・自然再生学研究セ

ンターへ移行	 

	 

平成 27 年（2015 年）4 月	 「朱鷺の島環境再生リーダー養成ユニット（先導的創造

科学技術開発費補助金）の後継事業として，新潟大学「朱

鷺の島地域再生人材創出事業」の開始	 

	 

平成 28 年（2016 年）4 月	 第 3 代センター長	 箕口秀夫	 

	 

平成 28 年（2016 年）6 月	 センター専任の永田尚志教授を中心に環境省受託研究

「トキの野生復帰のための放鳥個体群・里山の管理手法と

持続可能な地域社会モデルの研究（環境研究総合推進費）」

の開始	 
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B スタッフ 

 

1）教員	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 平成 30 年 3 月 31 日現在	 

センター長	 

箕 口 秀 夫	 自然科学系(農学部)教授	 

副センター長	 (新潟)	 (佐渡)	 

永 田 尚 志	 教授	 満 尾 世 志 人	 准教授	 

専任教員	 

永 田 尚 志	 教授	 豊 田 光 世	 准教授	 

満 尾 世 志 人	 准教授	 岸 本 圭 子	 准教授	 

特任教員	 

祝 前 博 明	 特任教授	 油 田 照 秋	 特任助手	 ※	 

江 藤 	 毅	 特任助教	 長 嶋 直 幸	 特任助手	 

中 津 	 弘	 特任助手	 ※	 	 	 

兼務教職員	 

（再導入生物学研究部門）	 （生物多様性・生態系復元研究部門）	 

山 田 宜 永	 自然科学系(農学部）・教授	 中 田 	 誠	 自然科学系（農学部）・教授	 

杉 山 稔 恵	 自然科学系(農学部）・准教授	 関 島 恒 夫	 自然科学系（院自然）・教授	 

山 城 秀 昭	 自然科学系(農学部）・助教	 望 月 翔 太   自然科学系（院自然）・助教  

小 柳 	 充	 農学部・技術職員(再雇用)	 （環境社会システム研究部門）	 

（生物多様性・生態系復元研究部門）	 木	 南	 莉	 莉	 	 	 自然科学系(農学部）・教授	 

箕 口 秀 夫	 自然科学系(農学部）・教授	 	 	 

協力研究員（※50 音順）	 

青 木 恵 子	 
九州大学エネルギー研究教育
機構・准教授	 桑 原 考 史	 日本獣医生命科学大学・講師	 

安 房 田 智 司	 
大阪市立大学大学院	 
理学研究科・准教授	 小 林 頼 太	 

学校法人東京環境工科学園	 
東京環境工科専門学校	 
・教員	 

池 田 哲 夫	 
新潟大学・名誉教授／人文社
会・教育科学系フェロー	 角 田 裕 志	 

埼玉県環境科学国際センタ
ー・主任	 

大 坪 研 一	 新潟薬科大学・教授	 西 川 	 潮	 
金沢大学環日本海域環境研
究センター・准教授	 

大 脇 	 淳	 
山梨県富士山科学研究所	 
・非常勤研究員	 宮 下 	 直	 

東京大学大学院	 
農学生命科学研究科・教授	 

尾 崎 清 明	 
公益財団法人山階鳥類研究
所・副所長	 山 村 則 男	 京都大学・名誉教授	 

※環境省受託研究：環境研究総合推進費	 	 	 
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2）	 職員	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 平成 30 年 3 月 31 日現在	 

※環境省受託研究：環境研究総合推進費	 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務職員（佐渡）	 

髙 橋 美 由 紀	 非常勤職員（事務補佐員）	 加 藤 聡 子	 非常勤職員（事務補佐員）※	 

日 比 谷 広 美	 非常勤職員（事務補佐員）	 	 	 

技術職員（佐渡）	 

菊 池 厚 司	 非常勤職員（技術補佐員）	 	 	 

事務職員（新潟）	 

渡 部 慎 二	 研究企画推進部長	 小	 林	 孝	 夫	 研究施設係長	 

荒	 木	 正	 	 寛	 研究推進課長	 松 原 美 知	 非常勤職員（事務補佐員）	 

登	 松	 	 	 	 司	 研究企画推進課副課長	 加 藤 弥 生	 非常勤職員（事務補佐員）	 
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C 予算および決算 

 

1）	 朱鷺・自然再生学研究センター運営費	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 平成 30 年 3 月 31 日現在	 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

費目	 予算配分額	 決算額	 

人件費	 22,000,000	 22,045,471	 

光熱水費	 1,896,000	 1,272,350	 

諸経費	 3,000,000	 2,982,736	 

通信運搬費	 828,000	 565,484	 

シンポジウム・セミナー等広報費	 250,000	 118,790	 

事務経費	 200,000	 130,058	 

実習経費	 900,000	 863,507	 

フィールド管理費	 200,000	 199,984	 

共通経費	 1,508,000	 2,558,476	 

研究経費	 2,150,000	 2,000,252	 

合計	 32,932,000	 32,737,108	 
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D 施設・車両・教育研究フィールドの利用状況 

 

平成 30 年 3 月 31 日現在  
1）ドームハウス	 	 	 	 

月	 
利用人数	 

月	 
利用人数	 

（人日）	 （人日）	 

4 月	 26	 10 月	 33	 

5 月	 16	 11 月	 31	 

6 月	 11	 12 月	 0	 

7 月	 22	 1 月	 0	 

8 月	 6	 2 月	 0	 

9 月	 19	 3 月	 2	 

	 	 合計	 166	 

	 

2)	 セミナー室	 	 	 3)	 共同研究室	 	 	 	 

月	 利用回数	 月	 利用回数	 	 月	 利用回数	 月	 利用回数	 

4 月	 0	 10 月	 2	 	 4 月	 0	 10 月	 2	 

5 月	 3	 11 月	 0	 	 5 月	 5	 11 月	 3	 

6 月	 3	 12 月	 0	 	 6 月	 4	 12 月	 4	 

7 月	 3	 1 月	 3	 	 7 月	 3	 1 月	 2	 

8 月	 9	 2 月	 1	 	 8 月	 11	 2 月	 3	 

9 月	 4	 3 月	 1	 	 9 月	 4	 3 月	 4	 

	 	 合計	 29	 	 	 	 	 	 合計	 45	 

	 

4）	 共用自動車車両稼働率（％）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

車名	 4 月	 5 月	 6 月	 7 月	 8 月	 9 月	 10 月	 11 月	 12 月	 1 月	 2 月	 3 月	 

ハイエース【67-65】	 66.7	 61.3	 63.3	 51.6	 51.6	 40.0	 74.2	 63.3	 45.2	 6.5	 14.3	 54.8	 

ハイエース【67-66】	 36.7	 19.4	 46.7	 22.6	 29.0	 50.0	 22.6	 20.0	 9.7	 0.0	 17.9	 3.2	 

ハイエース【37-72】	 13.3	 32.3	 33.3	 22.6	 41.9	 50.0	 0.0	 0.0	 6.5	 0.0	 0.0	 6.5	 

サンバー【30-02】	 46.7	 58.1	 53.3	 41.9	 41.9	 46.7	 32.3	 26.7	 9.7	 12.9	 7.1	 29.0	 

サンバー【61-22】	 76.7	 67.7	 73.3	 51.6	 51.6	 40.0	 38.7	 46.7	 16.1	 12.9	 42.9	 41.9	 

サンバー【61-23】	 63.3	 74.2	 76.7	 54.8	 54.8	 50.0	 38.7	 56.7	 25.8	 32.3	 42.9	 48.4	 
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E 設備品・機器類一覧 

 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 平成 30 年 3 月 31 日現在	 

機器名	 型式	 個数	 保管場所	 

送風定温恒温器	 DKM600	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

成分分析計	 AN-820	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

リーフポロメーター	 SC-1	 3	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

サップフローメーター	 SFM-1	 1	 農学部 FC	 

バイオメディカルフリーザー	 MDF-436	 2	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

バイオフリーザー	 KGT-4010H	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

サンプル用冷蔵庫	 SRR-J681V	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

ポータブル簡易全窒素・全リン計	 TNP-10	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

多項目水質計	 556MPS	 3	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

ドラフトチャンバー簡易フード	 MF-90S	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

超音波洗浄器	 USK-4R	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

純水製造装置オートスチル	 WG250	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

有機元素分析装置	 Flash2000,	 1	 農学部遺伝子実験施設	 

次世代型同位体比質量分析計	 DELTA	 V	 1	 農学部遺伝子実験施設	 

米麦水分計	 ライスタ f	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

高圧蒸気滅菌機	 KTS-3022	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

ＰＣＲ装置	 TP350	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

卓上型振とう恒温槽	 11-SM セット	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

卓上遠心装置	 Centrifuge	 

5418	 

1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

電気泳動撮影フード	 MBPLEDB-XZ2B-

UV	 

1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

超微量分光光度計	 K2800	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

卓上型 pH メータ	 S22030019029	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

インキュベーター	 IW-450S	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

長谷川式土壌貫入計	 H-100	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

葉緑素計	 SPAD-502	 plus	 3	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

小型防水式	 ＰＩＴタグリーダ

ー	 

BI0.601	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

プロペラ式流速計本体部	 

プロペラ式流速計検出部	 

VR-301	 

VR3T-2-20N	 

1	 

1	 

朱鷺・自然再生学研究センター

朱鷺・自然再生学研究センター	 

エレクトロフィッシャー	 LR-20B	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 
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機器名	 型式	 個数	 保管場所	 

ドローン	 PHANTOM2+	 	 

3 軸ジンバル

Zenmuse	 H3-3D	 

フルセット	 

1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

デジタル 1 眼レフカメラ	 Nikon	 D300	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

ミラーレス一眼カメラ	 Panasonic	 	 

DMC-GH4H	 
1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

スポッティングスコープ（アイピ

ース，キャリングケース付）	 

Kowa	 TSN-774	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

スポッティングスコープ（アイピ

ース，キャリングケース付）	 

Kowa	 TSN-664	 5	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

望遠レンズ	 AF-S	 Nikkor	 

500mm	 F4	 
1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

望遠レンズ	 AF-S	 Nikkor	 

300mm	 F2.8	 
1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

望遠レンズ	 KOWA	 

PROMINAR500mm	 

F5.6	 FL	 標準

キット	 

1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

光学顕微鏡	 BX41	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

BX41 用デジタルカメラ	 E-P1	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

実体顕微鏡	 EZ4	 9	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

実体顕微鏡（デジタルカメラ・リ

モコン付き）	 
EZ4D	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

実体顕微鏡	 MZ6	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

ニコン顕微鏡用デジタルカメラ

（500 万画素カラー）標準セット	 

C マウント	 0.55ｘ	 

ニコン実体顕微鏡	 

状態検出・傾角三眼プレーンセッ

ト	 

DS-Fi3-L4	 

	 

	 

SMZ1270i-

TERG-PS32	 

1	 

	 

1	 

1	 

朱鷺・自然再生学研究センター	 

	 

朱鷺・自然再生学研究センター	 

朱鷺・自然再生学研究センター	 

ファーブル	 フォト	 	 5	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

ファーブル用デジカメキット	 S5100,	 FSB-7	 2	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

GPS（TOPO10M 地図使用）	 62SJ	 5	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

GPS（TOPO10M 地図使用）	 62SJ	 5	 FC 佐渡ステーション	 

SPAD	 	 502Plus	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

電子黒板 PLANTAGE	 LFW-72	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

ポータブルワイヤレスアンプ	 WX-PW82	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

大判プリンター	 SC-T5250	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

調査資料分析室	 電気温水器	 	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

作業室	 電気温水器	 	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

チェーンソー（ハスクバーナ）	 346XP	 3	 朱鷺・自然再生学研究センター	 
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機器名	 型式	 個数	 保管場所	 

チェーンソー（ハスクバーナ）	 339XP	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

チェーンソー（ゼノア）	 G23900EZ	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

刈払機（背負い式）	 BKZ315B	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

刈払機（両手ハンドル）	 BCZ275	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

刈払機（両手ハンドル）	 BCZ245	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

ミニショベル	 PC30UU	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

マイクロショベル	 PC01	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

林内作業車「やまびこ」	 BFY913	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

ミニ耕運機	 MM308RD	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

エンジン式薪割り機	 PS42KL	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

インバーター発電機	 EU28is	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

法面草刈機	 MGC-S301	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

油圧式バイブロコンパクター	 MVH-R60	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

フルクローラ型トラクター	 TPC153	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

小型運搬車	 BFK810	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 

ハンマーナイフモアー	 HRC663／M	 1	 朱鷺・自然再生学研究センター	 
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F 報道関係一覧 

平成 30 年 3 月 31 日現在  
日付	 新聞社等	 担当教員等	 記事内容等	 

4 月 29 日	 新潟日報	 永田尚志	 
2 年連続純野生トキ誕生	 餌場整備の市民「励

みに」専門家	 繁殖成績に期待	 

5 月 19 日	 新潟日報	 箕口秀夫	 
クマ出没 947 件	 前年の倍	 県内 16 年度	 餌

求め人里で行動か	 

5 月 21 日	 新潟日報	 永田尚志	 
野生下トキ 1 歳雌初抱卵	 佐渡「2 歳から」定

説覆す	 

5 月 27 日	 新潟日報	 永田尚志	 

中国贈呈トキ	 友友	 国内最高齢で繁殖	 21歳

雄	 3 年ぶり	 人間なら 80 歳「友好の証し」関

係者祝福	 

6 月 29 日	 新潟日報	 永田尚志	 

6 年越し	 愛の結晶	 野生化で繁殖失敗続いた

トキのペア	 初のひなが巣立ち	 付きっきりで

支えた親心	 

6 月 30 日	 新潟日報	 箕口秀夫	 

村上の女性襲われけが	 県内クマ出没	 今月急

増	 親離れ時季	 動き活発か	 専門家「クマの

生活圏拡大」	 

8 月 17 日	 新潟日報	 箕口秀夫	 
クマ大量出没の恐れ	 県内	 木の実不作の見込

み	 餌求め秋前にも人里へ	 

11 月 10 日	 新潟日報	 	 
新潟大の 3 機関	 研究成果を発表	 あす，新穂

潟上	 

2 月 28 日	 新潟日報	 岸本圭子	 
餌からトキを知る	 ミミズ，ゴミムシにも注目	 

あす，新穂	 新大准教授が講演	 
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 G 会議・委員会 

 

1）学内会議	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 平成 30 年 3 月 31 日現在	 

開催日	 会議名	 開催場所	 

4 月 20 日	 
朱鷺・自然再生学研究センター	 

平成 29 年度第 1 回運営委員会	 

新潟大学五十嵐キャンパス	 産学地

域連携棟 2F ミーティングルーム 1	 

4 月 20 日	 
朱鷺・自然再生学研究センター	 

専任・特任教員会議	 

新潟大学五十嵐キャンパス	 産学地

域連携棟 2F ミーティングルーム 1	 

5 月 25 日	 
朱鷺・自然再生学研究センター	 

専任・特任教員会議	 

新潟大学五十嵐キャンパス	 産学地

域連携棟 2F ミーティングルーム 1	 

新潟大学朱鷺・自然再生学研究セン

ター共同研究室（スカイプ）	 

7 月 26 日	 
朱鷺・自然再生学研究センター	 

専任・特任教員会議	 

新潟大学五十嵐キャンパス	 産学地

域連携棟 2F ミーティングルーム 1	 

9 月 12 日	 
朱鷺・自然再生学研究センター	 

専任・特任教員会議	 

新潟大学五十嵐キャンパス	 産学地

域連携棟 2F ミーティングルーム 1	 

新潟大学朱鷺・自然再生学研究セン

ター共同研究室（スカイプ）	 

11 月 16 日	 
朱鷺・自然再生学研究センター	 

専任・特任教員会議	 

新潟大学五十嵐キャンパス	 産学地

域連携棟 2F ミーティングルーム 1	 

12 月 19 日	 
朱鷺・自然再生学研究センター	 

専任・特任教員会議	 

新潟大学五十嵐キャンパス	 産学地

域連携棟 2F ミーティングルーム 1	 

1 月 26 日	 
朱鷺・自然再生学研究センター	 

平成 29 年度第 2 回運営委員会	 	 

新潟大学五十嵐キャンパス	 産学地

域連携棟 2F ミーティングルーム 1	 

新潟大学朱鷺・自然再生学研究セン

ター共同研究室（スカイプ）	 

1 月 26 日	 
朱鷺・自然再生学研究センター	 

専任・特任教員会議	 

新潟大学五十嵐キャンパス	 産学地

域連携棟 2F ミーティングルーム 1	 

新潟大学朱鷺・自然再生学研究セン

ター共同研究室（スカイプ）	 

2 月 22 日	 
朱鷺・自然再生学研究センター	 

専任・特任教員会議	 

新潟大学朱鷺・自然再生学研究セン

ター共同研究室	 

3 月 19 日	 
朱鷺・自然再生学研究センター	 

専任・特任教員会議	 

新潟大学五十嵐キャンパス	 産学地

域連携棟 2F ミーティングルーム 1	 
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2）外部委員会等	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 平成 30 年 3 月 31 日現在	 

会議・委員会名	 主催者	 開催日	 開催場所	 出席者	 

平成 29 年度中央審査委員

会	 

	 

食料科学委員会畜産学分

科会（第 23 期・第 7 回）	 

	 

佐渡市世界農業遺産推進

会議幹事会準備会	 

	 

馬能力体系化等推進事業

に係る第２回事業推進委

員会	 

	 

平成 29 年度育種推進委員

会	 

全国和牛登録

協会	 

	 

日本学術会議	 

	 

	 

佐渡市	 

	 

	 

日本馬事協会	 

	 

	 

	 

全国和牛登録

協会	 

4 月 14 日	 

	 

	 

4 月 19 日	 

	 

	 

4 月 24 日	 

	 

	 

4 月 26 日	 

	 

	 

	 

6 月 22 日	 

登録会館大ホール	 

	 

	 

日本学術会議	 

5-C(1)会議室	 

	 

佐渡市役所第 2 地

庁舎第 6 会議室	 

	 

馬事畜産会館第１

会議室	 

	 

	 

登録会館大ホール	 

祝前博明	 

	 

	 

祝前博明	 

	 

	 

豊田光世	 

	 

	 

祝前博明	 

	 

	 

	 

祝前博明	 

佐渡市世界農業遺産推進

会議第１回幹事会	 

	 

佐渡市	 6 月 29 日	 佐渡市役所第 2 地

庁舎第 7 会議室	 

豊田光世	 

環境研究総合推進費 H29

年度開始課題 4-1707「奄

美・琉球における資産価値

の高い森林棲絶滅危惧種

に対応する保全技術開発」

キックオフ・ミーティング	 

	 

宮崎大学	 

	 

7 月 1 日	 

	 

漫湖水鳥湿地セン

ター	 

	 

永田尚志	 

平成 29 年度第 1 回ヤンバ

ルクイナ保護増殖事業ワ

ーキンググループ委員会	 

	 

平成 29 年度第 1 回牛ゲノ

ム選抜手法検討委員会	 

	 

平成 29 年度家畜改良推進

事業に係る第 1 回遺伝的

能力評価情報活用推進会

議	 

	 

和牛の遺伝的多様性活用

委員会・和牛の経済形質総

合評価検討部会	 

環境省	 

	 

	 

	 

畜産技術協会	 

	 

	 

肉用牛改良情

報活用協議会	 

	 

	 

	 

全国肉用牛振

興基金協会	 

	 

7 月 11 日	 

	 

	 

	 

7 月 11 日	 

	 

	 

8 月	 2 日	 

	 

	 

	 

	 

8 月	 7 日	 

	 

漫湖水鳥湿地セン

ター	 

	 

	 

全国家電会館	 

2C 会議室	 

	 

剛堂会館ビル１F	 

第 1 会議室	 

	 

	 

	 

剛堂会館ビル１F	 

第 2 会議室	 

永田尚志	 

	 

	 

	 

祝前博明	 

	 

	 

祝前博明	 

	 

	 

	 

	 

祝前博明	 
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会議・委員会名	 主催者	 開催日	 開催場所	 出席者	 

平成 29 年度第 1 回佐渡市

環境審議会	 

	 

佐渡市	 

	 

8 月 28 日	 

	 

佐渡市役所大会議

室	 

	 

永田尚志	 

平成 29 年度鳥類標識調査

検討会	 

	 

第 11 回全国和牛能力共進

会審査委員会	 

	 

環境省（山階鳥

類研究所）	 

	 

	 

全国和牛登録

協会	 

9 月	 4 日	 

	 

	 

	 

9 月	 5 日	 

	 9 月	 8 日	 

尚友倶楽部	 

	 

	 

	 

仙台市夢メッセみ

やぎ会議室	 

永田尚志	 

	 

	 

	 

祝前博明	 

	 

第 11 回トキ飼育繁殖小委

員会	 

	 

環境省	 

	 

9 月 12 日	 

	 

トキ交流会館	 永田尚志	 

	 

食料科学委員会畜産学分

科会（第 23 期・第 8 回）	 

	 

日本学術会議	 

	 

9 月 13 日	 

	 

日本学術会議	 

5-C(1)会議室	 

	 

祝前博明	 

	 

H29年度モニタリングサイ

ト 1000（森林・草原調査）

コア・準コアサイト検討会	 

	 

環境省	 

	 

	 

	 

9 月 28 日	 

	 

（一財）自然環境

研究センター	 

	 

	 

永田尚志	 

H29年度モニタリングサイ

ト 1000（森林・草原調査）

解析ワーキンググループ	 

	 

畜産領域における遺伝統

計基盤整備事業に係る第

３回事業推進委員会	 

	 

環境省	 

	 

	 

	 

	 

畜産領域にお

ける遺伝統計

基盤整備事業

推進グループ	 

9 月 28 日	 

	 

	 

	 

	 

9 月 29 日	 

	 

（一財）自然環境

研究センター	 

	 

	 

	 

京都大学農学研究

科小会議室	 

永田尚志	 

	 

	 

	 

	 

祝前博明	 

	 

第 13 回トキ野生復帰検討

会	 

	 

環境省	 10 月 11 日	 辰口福祉会館	 永田尚志	 

祝前博明	 

佐渡市世界農業遺産推進

会議	 第２回幹事会	 

	 

佐渡市	 10 月 20 日	 佐渡市役所第 2 地

庁舎第 7 会議室	 

豊田光世	 
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会議・委員会名	 主催者	 開催日	 開催場所	 出席者	 

H29年度絶滅のおそれのあ

る野生生物の選定・評価検

討会（鳥類分科会）	 

	 

環境省	 

	 

11 月	 1 日	 

	 

（一財）自然環境

研究センター	 

永田尚志	 

哲学委員会合同分科会・

（第 24 期・第 1 回）いの

ちと心を考える分科会	 

	 

日本学術会議	 11 月	 2 日	 日本学術会議 5-A

会議室，5-D 会議室	 

豊田光世	 

環境研究総合推進費	 

【4-1606 課題】H29 年度	 

アドバイザリー会議	 

	 

朱鷺・自然再生

学研究センタ

ー	 

12 月	 2 日	 新潟大学駅南キャ

ンパスときめいと	 

新潟大学朱鷺・自

然再生学研究セン

ター共同研究室

（スカイプ）	 

永田尚志	 

山田宜永	 

岸本圭子	 

豊田光世	 

満尾世志人	 

江藤毅	 

	 

H29 年度河川水辺の国勢

調査鳥類スクリーニング

委員会	 

	 

国土交通省	 12 月 13 日	 （一財）水源地環

境センター	 

永田尚志	 

	 

第 8 回トキ繁殖小委員会	 環境省	 12 月 17 日	 新潟県自治会館	 永田尚志	 

	 

H28年度モニタリングサイ

ト 1000	 陸生鳥類検討会	 

	 

環境省	 12 月 19 日	 大崎第 1 区民セン

ター	 

永田尚志	 

	 

環境研究総合推進費	 

【4-1707 課題】H29 年度	 

アドバイザリー会議	 

	 

宮崎大学	 

	 

12 月 22 日	 漫湖水鳥湿地セン

ター	 

永田尚志	 

	 

ヤンバル森林性絶滅危惧

種シンポジウム	 

	 

ゲノミック評価技術検証

委員会	 

	 

宮崎大学	 

	 

	 

家畜改良事業

団	 

12 月 23 日	 

	 

	 

1 月 11 日	 

国頭村保健センタ

ー	 

	 

家畜改良事業団

18F 会議室	 

永田尚志	 

	 

	 

祝前博明	 

環境学委員会，環境思想・

環境教育分科会（第 24 期・

第 1 回）	 

	 

平成 29 年度和牛産肉能力

検定委員会	 

	 

日本学術会議	 

	 

	 

	 

全国和牛登録

協会	 

1 月 15 日	 

	 

	 

	 

1 月 26 日	 

日本学術会議 5-C

会議室	 

	 

	 

登録会館大ホール	 

	 

豊田光世	 

	 

	 

	 

祝前博明	 
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会議・委員会名	 主催者	 開催日	 開催場所	 出席者	 

フューチャー・アースの推

進と連携に関する委員会

（第 24 期・第 1 回）	 

	 

日本学術会議	 

	 

1 月 31 日	 日本学術会議 6-C

会議室	 

豊田光世	 

	 

平成 29 年度コウノトリ野

生化対策懇話会	 

	 

平成 29 年度第 2 回ヤンバ

ルクイナ保護増殖事業ワ

ーキンググループ委員会	 

	 

兵庫県	 

	 

	 

環境省	 

2 月	 6 日	 

	 

	 

2 月 26 日	 

兵庫県職員会館多

目的ホール	 

	 

漫湖水鳥湿地セン

ター	 

祝前博明	 

	 

	 

永田尚志	 

	 

佐渡市立行谷小学校平成

29 年度第２回学校評価委

員会	 

	 

畜産領域における遺伝統

計基盤整備事業に係る第3

回事業推進委員会	 

行谷小学校	 

	 

	 

	 

畜産領域にお

ける遺伝統計

基盤整備事業

推進グループ	 

	 

2 月 26 日	 

	 

	 

	 

2 月 26 日	 

	 

	 

行谷小学校校長室	 

	 

	 

	 

京都大学農学研究

科小会議室	 

豊田光世	 

	 

	 

	 

祝前博明	 

統合生物学委員会・環境学

委員会合同・自然環境保全

再生分科会（第 24 期・第

1 回）	 

	 

平成 29 年度家畜改良推進

事業に係る第 2 回遺伝的

能力評価情報活用推進会

議	 

	 

日本学術会議	 

	 

	 

	 

	 

肉用牛改良情

報活用協議会	 

3 月	 6 日	 

	 

	 

	 

	 

3 月	 6 日	 

	 

日本学術会議 6-A

会議室	 

	 

	 

	 

日本農業研究所１

F	 

会議室	 

豊田光世	 

	 

	 

	 

	 

祝前博明	 

	 

平成 29 年度加茂湖カキ養

殖安定化推進会議	 

	 

農学委員会育種学分科会

（第 23 期・第 6 回）	 

	 

新潟県農林水

産部水産課	 

	 

日本学術会議	 

	 

3 月 29 日	 佐渡水産会館	 

	 

	 

日本学術会議	 

5-C(2)会議室	 

	 

豊田光世	 

	 

	 

(祝前博明)	 
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